
平成28年度地方創生関連交付金事業の概要

地方創生加速化交付金 78,100 千円 ※補助率10/10

申請
主体

交付対象事業名
交付決定額

(千円)
実績額
（千円）

単独

観光推進体制
の強化と消費
を誘発する観
光の仕組みづ
くり

48,000 48,000

単独

創業するなら
小田原！「創
業支援×遊休
不動産活用」

24,100 24,100

広域
「忍者」のマー
ケティング・
セールス事業

5,000 5,000

広域

未病の戦略的
エリア「未病い
やしの里」構築
事業

1,000 999

地方創生推進交付金

第1回地方創生推進交付金 14,147 千円 ※補助率5/10（残は一部交付税）

申請
主体

交付対象事業名
交付決定額

(千円)
実績額
（千円）

単
独

（
横
展
開

）

地域とともに
取り組む回遊
性向上事業
～来訪が促
す地場産業
の振興～

14,147 12,178

平成28年度交付決定総額

事業概要及びKPI

観光回遊バスの運行やレンタサイクルの実施など、「回遊性の向上」に地域
一丸となって取り組む事業。地域連携DMOと地域DMOがそれぞれの強みを
活かして連携・補完することにより広域連携をも図る。さらには、観光資源界
隈において提供される地場産品自体の商品力を高めるため、長期的な視点
に立ったブランディングに努めていく。なお、事業計画は、３か年であり、平成
28年度はその１年目に当たる。当初認定を受けている事業計画は以下のと
おり。
1年目:28,295千円　2年目:43,977千円　3年目:45,777千円　当初認定3か年対
象経費総額:118,049千円(※補助は、対象経費の1/2)
【KPI（目標）】
①観光入込客数　目標値:504万人(H28目標)　基準値:451万人（H26時点）
実績値:594万人（H28.12時点）
②レンタサイクル利用者数　目標値:3,000人(H28目標)　基準値:2,554人（H27
時点）  実績値:4,039人（H29.3時点）
③「HaRuNe小田原」内街かど案内所における観光案内件数　目標値:3,547件
(H28目標)　基準値:3,512件（H26時点）　実績値:5,158件（H28時点）

平成28年度交付決定総額

事業概要及びKPI

地域観光をトータルでマネジメントし、ワンストップでサービスの提供や効果的
な情報発信を行うため、地域ＤＭＯを設立するとともに、観光コンテンツの充
実、回遊性の向上、人を呼び込む仕組みづくりを推進し、観光客の増加と新
たな消費誘発により地域経済の活性化を図る。
【KPI（目標）】
①観光入込客数　目標値:504万人(H28目標)　基準値:451万人（H26時点）
実績値:594万人（H28.12時点）
②観光消費額　　 目標値:150億円(H28目標)　基準値:137億円（H26時点）
実績値:173億円（H28.12時点）

小田原箱根商工会議所実施。①遊休不動産調査による観光関連を中心とし
た創業者への情報提供②遊休不動産活用のためのワークショップ③、①と②
を有効活用した創業塾開催、創業スキーム制作④事業継続を目的としたファ
ンド関係の研究、設立⑤観光関連創業を意識したＷＥＢ・パンフレット作成に
よる情報発信により、観光＝交流人口増加と地元で循環するお金の増加、創
業者の増加と雇用の拡大、定住促進による人口増加を目指す。
【KPI（目標）】
①本事業に関連した起業件数　目標値:５件(H28目標)　実績値:10件
(H29.3.31時点)
②就職面接会相談件数　　 　　 目標値:120名(H28目標)　実績値:202件
（H29.3.31時点）

日本忍者協議会への負担金が交付対象経費。事業概要は、マーケティング
調査、旅行会社へのセールス、通販サイトの創設、コラボ商品開発及び協賛
促進等。

【KPI（目標）】
観光入込客数　目標値504万人(H28目標)  実績値:594万人（H28.12時点）

県が推進する"未病"をテーマに県西の各市町がそれぞれの地域資源を生
かした取組みを進めることはもちろん、地域が一体となって戦略的に地域の
魅力を発信していく取組みが求められている。小田原市は、脳血管疾患予防
プロジェクトを具体事業として盛り込んでいる。
【KPI（目標）】
市特定健診受診者における高血圧有所見者の割合　目標値25.2％(H28目
標)  実績値:22.8％（H28年度末時点）

交付金の説明：一億総活躍社会実現に向けた緊急対策の一環として行う、地方創生を加速化させるため
の交付金。国の平成27年度第３次補正により措置された。

・交付金の説明：地方創生を実現するための総合戦略事業を後押しするための交付金。
・交付金の型として、先駆性を重視する「先駆タイプ」（5か年認定）、先進的・優良事例の横展開を図る「横
展開タイプ」（3か年認定）、既存事業の隘路を発見し打開を図る「隘路打開タイプ」がある。本市は、平成
28年度に横展開タイプ-3か年での計画を提出し、計画上の認定を受けている。


